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● 耳や目、手足、内臓などに一定程度以上の永続する障がいのある方に、本人または保護者の申請

により交付されます。 
 
《必要書類》交付申請書、知事が指定した医師（指定医師）の診断書 

本人の上半身の写真（４×３センチ） 
 

《手帳が交付されたら》 

   ・住所や氏名を変更したときは、新しい住所地へ届出をしてください。 
   ・手帳をなくしたり破損したときは、再交付の申請ができます。 
   ・新たに別の障がいが発生したり重度化した等の場合、再認定の申請ができます。 
   ・本人が死亡したり、新しい手帳の交付を受けた場合は返還してください。 

 
《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 

 

 

 

● 知的障がいのある方に、本人または保護者の申請により交付されます。 
（交付申請書の提出後に、１８歳未満の方は子ども家庭相談センターで、１８歳以上の方は障害者

更生相談所で、障がい程度の判定を受けていただきます。） 
 
《必要書類》交付申請書、本人の上半身の写真（４×３センチ） 

  
《手帳が交付されたら》 

・障がいの程度は、最重度の場合「Ａ１」、重度の場合「Ａ２」、中度の場合「Ｂ１」、軽度

の場合「Ｂ２」と表示されます。手帳に次回判定年月が記載されていますので、期限内に

再判定申請書を提出して、知的障害者更生相談所（１８歳以上）、大津・高島子ども家庭

相談センター（１８歳未満）で判定を受けてください。 
・住所や氏名を変更したときは、新しい住所地へ届出をしてください。 

    ・手帳をなくしたり破損したときは、再交付の申請ができます。 
    ・本人が死亡したり、新しい手帳の交付を受けた場合は返還してください。 
  

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 
  

身体障害者手帳 

療育手帳 

１．障害者手帳の交付 
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● 精神障がいのため、長期にわたる日常生活、社会生活への制約のある方に交付されます。 
《必要書類》①医師の診断書による申請の場合 

本人の上半身の写真（４×３センチ）、医師の診断書、 

精神障害者保健福祉手帳申請書 

     ②年金証書による申請の場合 

本人の上半身の写真（４×３センチ）、障害年金証書または年金振込通知書 

等、年金手帳の写し、年金支給機関への照会同意書、 

精神障害者保健福祉手帳申請書 

《手帳が交付されたら》 
・手帳には有効期限（２年間）が記載されています。更新の申請は期限の３か月前か

ら行うことができます。 
・住所や氏名を変更したときは、新しい住所地へ届出をしてください。 
・手帳をなくしたり破損したときは、再交付の申請ができます。 
・障がいが重くなった（または軽くなった）場合、障害程度変更申請ができます。 
・本人が死亡したり、新しい手帳の交付を受けた場合は返還してください。  

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 
 

 

 

 

 障害者総合支援法の対象疾病に該当する難病等の方々は、身体障害者手帳の所持の有無に関わら

ず、必要と認められた障がい福祉サービス等の受給が可能になります。 

 

 ≪対象者≫対象疾病（３７６疾病：令和７年４月）による障がいのある人 

       ※介護保険の対象者は、介護保険制度が優先になります。 

       ※対象疾患の詳細については障がい福祉課までお問い合わせください。 

 

  ≪申請できるサービス≫ 

       障がい福祉サービス（障害者総合支援法・地域生活支援事業） 

補装具・日常生活用具など 

 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 
 

《対象疾病》障害者総合支援法の対象疾病（難病等）をご確認ください。 

厚生労働省ホームページ（右下のＱＲコードからもアクセスできます。） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/ 

bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/hani/ 

 

  

精神障害者保健福祉手帳 

難病等について 
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● 利用の手続き 

サービスの利用を希望する方は、障がい福祉課、各支所に利用申請書を提出し、１８歳以上の方は、

障害支援区分認定調査を受けていただき、障害支援区分について認定を受けます。１８歳未満の方は、

障害支援区分の認定はありませんが、申請時にご本人の状態について調査を行います。その後、サービ

スの希望を聞き、サービス等利用計画をもとに支給決定を行います。 

 

● サービスの利用までの流れ 

指定特定相談支援事業所（※Ｐ６参照）が利用者の意向の聴き取りを行い、サービス利用者との連絡

調整を行い、「サービス等利用計画（案）」を作成し、サービス担当者会議での計画の確認を行います。

その後、サービスの利用が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● サービス利用にかかる自己負担上限額 

障がい福祉サービスの利用者負担額には、所得に応じた負担の上限額が決められています。 

１８歳以上（本人および配偶者） 

 区分 世帯の収入状況 負担上限月額 

生活保護 生活保護受給世帯 ０円  

低所得 市民税非課税世帯 ０円  

一般１ 市民税課税世帯（所得割１６万円未満） ９，３００円  

一般２ 上記以外 ３７，２００円  

１８歳未満（ 世 帯 全 員） 

 区分 世帯の収入状況 負担上限月額 

生活保護 生活保護受給世帯 ０円  

低所得 市民税非課税世帯 ０円  

一般１ 市民税課税世帯 

(所得割 28 万円未満） 

通所施設、ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ利用の場合 ４，６００円  

入所施設利用の場合 ９，３００円  

一般２ 上記以外 ３７，２００円  

※サービスの種類により減免などもありますので、詳しくは、障がい福祉課または各支所にお問い合

わせください。 

サ
ー
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⇒ 
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） 
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会 

⇒ 

認定

調
査 

（訓練等給付） 

２．障がい福祉サービス（障害者総合支援法） 

利用

申
請 

（介護給付） 

認定調査 
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● サービスの種類と内容 

 サービス 障害支援区分 内  容 市内事業所 

介

護

給

付 

居宅介護 

(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ) 

１以上※ 自宅での入浴や排せつ、食事などの介助を行

います。 

元気な仲間 

こころいちばんﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ 

高島市社会福祉協議会 

わになろう 

ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝひより 

みんなのヘルパー 

重度訪問介護 ４以上※ 重度の障がいがあり常に介護が必要な方に、

自宅で入浴や排せつ食事などの介助や外出時

の移動の補助を行います。 

わになろう 

こころいちばんﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ 

高島市社会福祉協議会 

ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝひより 

行動援護 ３以上※ 知的障がいや精神障がいにより行動が困難で

常に介護が必要な方に、行動するとき必要な

介助や外出時の移動の補助などを行います。 

わになろう 

 

同行援護  視覚障がいにより移動が著しく困難な方に、

外出に必要な情報の提供や移動の補助などを

行います。 

こころいちばんﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ 

ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝひより 

元気な仲間 

短期入所 

(ｼｮｰﾄｽﾃｲ) 

１以上 在宅の障がい者（児）を介護する方が病気の場

合などに、障がい者が施設に短期間入所し、入

浴や排せつ、食事の介護などを行います。 

杉山寮・清湖園 

藤美寮・といろ 

たまのおうち 

デイサービス藤 

重度障害者等

包括支援 

６※ 常に介護が必要な方で、介護の必要な程度が

著しく高い方に、居宅介護などのサービスを

包括的に提供します。 

 

療養介護 ５以上※ 医療が必要な方で、常に介護を必要とする方

に、主に昼間に病院などにおいて機能訓練、療

養上の管理、看護などを提供します。 

 

生活介護 ３以上 

（５０歳以

上は２以上） 

常に介護が必要な方に、施設で入浴や排せつ、

食事の介護や創作的活動の機会を提供しま

す。 

清湖園・大地 

杉山寮・藤美寮 

ハーモニー 

ドリームだんだん 

うらら 

デイサービス藤 

Ａｔｔｅ 

施設入所支援 ４以上 

（５０歳以

上は３以上） 

主として夜間、施設に入所する障がい者（児）

に対し、入浴、排せつ、食事の介護などの支援

を行います。 

杉山寮 

清湖園 

藤美寮 

※区分の他にも要件があります。詳しくは、お問い合わせください。 
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 サービス 障害支援区分 内 容 市内事業所 

訓

練

等

給

付 

 

自立訓練 

（機能訓練・

生活訓練） 

 自立した日常生活や社会生活ができるよ

う、一定の期間における身体機能や生活能

力向上のために必要な訓練を行います。 

かけはし 

就労移行支援 

 

 

 通常の事業所で働きたい方に、一定の期間、

就労に必要な知識及び能力の向上のための

訓練を行います。 

わーくる夢 

就労継続支援

（Ａ型・Ｂ型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通常の事業所で働くことが困難な方に就労

の機会の提供や生産活動その他の活動の機

会の提供、知識や能力の向上のための訓練

を行います。 

 

 Ａ型：原則として、雇用契約による就労 

 Ｂ型：雇用契約によらない就労 

【Ａ型】 

ｼﾞｮﾌﾞ･ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ･ﾒｲﾋﾟｽ 

ＥＬＩＡＮＴＯ 

【Ｂ型】 

ｱｲ･ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ高島 
アイリス 
わーくる夢 

ｼﾞｮﾌﾞ･ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ･ﾒｲﾋﾟｽ  

ドリーム・あんです 

ぬくもり・スマイル作業所 

藤の樹工房 

すみれ 

マーブル 
ホトラ舎 
Ａｔｔｅ 

就労定着支援 

 

 

 就労支援を受けて通常の事業所に新たに雇

用された方に、就労継続に必要な相談、指導

等の支援を行います。 

わーくる夢 

自立生活援助  ひとり暮らしに必要な理解力・生活力等を

補うため、定期的な居宅訪問や随時対応に

より日常生活における課題を把握、必要な

援助を行います。 

計画相談支援センター虹 

共同生活援助

(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害支援

区分が必

要な場合

がありま

す。 

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談

や日常生活上の援助を行います。 

といろ・さかえ 

ひまわり 

太陽・ほがらか 

よこまち・羽ばたき 

あっとホーム 

たっちの家/箱館ハウス 

高木浜ホーム 

杉山ホーム 

あしみ・ききょう 

スキップ/やまえみ 

みなみはま/プリエール 

ＯＨＡＮＡ 

みんなの家 
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Ｑ 「ヘルプマーク」や「ヘルプカード」 はどこでもらえますか？ 

    ⇒障がい福祉課と健康推進課、各支所の窓口でお渡ししています。 

高島保健所でも配布されています。 

 

●「ヘルプマーク」とは？ 

義足や人工関節を使用している方、発達障がいや内部障害、難病の方、または妊娠初期の方など

外見からはわからなくても援助や配慮を必要としている方が、周囲の方に配慮を必要としていることを

知らせることで、援助を得やすくなるよう作成されたマークです。 

 

●「ヘルプカード」とは？ 

援助を必要としている障がいのある方などが携帯し、いざというときに必要な支援や配慮を周囲の

人にお願いするためのカードです。 

 

滋賀県障害福祉課ホームページ（左のＱＲコードからもアクセスできます。） 

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kenkouiryouhukushi/syougaifukushi/314551.html 

 

 サービス 障害支援区分 内 容 市内事業所 

障

害

児

通

所

給

付 

児童発達支援 

 

 

 

日常生活における基本的な動作の指導、知

識技能の付与、集団生活への適応訓練など

の支援を行います。 

高島市児童発達支援センターエール

ぱれっと 

ブロッサムジュニア高島教室 

放課後等デイ

サービス 

 学校の授業終了後や学校の休校日に、施設

に通い生活能力の向上のための必要な訓練

や、社会との交流の促進などの支援を行い

ます。 

第一アップル 

第２アップル 

みんなのね 

みんなの木 

ぱれっと 

ブロッサムジュニア高島教室 

保育所等訪問

支援 

 保育所などを訪問し、障がい児に対して、

障がい児以外の児童との集団生活への適応

のための専門的な支援を行います。 

高島市児童発達支援センターエール 

計

画

相

談 

計画相談支援  福祉に関する問題や介護者からの相談に応

じて、必要な情報の提供や助言などを行い

ます。 

計画相談支援センター虹 

こころいちばん 

相談支援事業・ひろかわ 

藤美相談支援事業所 

こもれび計画相談支援事業所 

高島市児童発達支援センターエール 

アップルハウス 

相談支援事業所みち 

障害児相談支

援 

 障がい児の福祉に関する問題や保護者から

の相談に応じて、必要な情報提供や助言な

どを行います。 
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●利用にあたり申請が必要です。利用時は、利用決定通知を利用する事業所に呈示してください。 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

サービス 内容 委託事業所 

障がい者地域活動支援セ

ンター（デイサービス） 

通所により、創作的活動・生産活動の機会

を提供し、社会との交流を促進します。 

わになろう（土・日） 

アンフィニ、のこのこ 

日中一時支援 

（日帰り短期入所） 

日中における活動の場を確保し、障がい者

等の家族の就労支援・介護している家族の

一時的な負担軽減を図ります。 

元気な仲間 

清湖園 

藤美寮 

わになろう 

アイリス 

移動支援 社会生活上必要不可欠な外出および余暇

活動等に参加するための外出の支援を行

います。 

こころいちばん 

わになろう 

元気な仲間 

みんなのヘルパー 

訪問入浴サービス 家庭内において自力で、または家族の介助

のみでは入浴が困難な重度障がい者に対

して定期的に移動入浴車を派遣し、居宅に

おいて入浴サービスを実施します。 

アサヒサンクリーン 

２４時間対応型利用制度

支援事業（セーフティネッ

ト事業） 

緊急や夜間に支援が必要になり福祉サー

ビスの調整がつかない場合などに支援を

行います。 

といろ 

 

 

 

●スマートフォン（ＧＰＳ機能付き）で１１０番通報 

◆「１１０番アプリシステム」は、聴覚や発語に障がい等があり、音声による１１０番通報が困難な

方を対象に、事件や事故にあったときに、スマートフォンから文字による１１０番通報ができる

警察庁の通報用システムです。ご利用いただくには、スマートフォンに専用のアプリケーション

をダウンロードする必要があります。詳細については、警察庁ホームページ「１１０番アプリシス

テム」をご確認ください。 

 

 

 

●スマートフォン・携帯電話（ＧＰＳ機能付き）またはＦＡＸで１１９番緊急通報 

◆「ＮＥＴ１１９緊急通報システム」は、聴覚や発語に障がい等があり、音声による１１９番通報が

困難な方を対象に、火災や救急などの緊急通報が必要なときに、スマートフォン等から文字によ

る１１９番通報ができる高島市消防本部の通報用のシステムです。ご利用いただくには、市消防

本部で事前登録が必要です。 

◆「ＦＡＸ１１９」は、ＦＡＸを使用して１１９番緊急通報を行います。ＦＡＸ１１９通報用紙は、

高島市ホームページよりダウンロードできます。 

≪申請窓口≫ 高島市消防本部 通信指令課 ℡：２２－１２３４ ＦＡＸ：２２－５１９９ 

 

３．障がい福祉サービス（地域生活支援事業） 

ＮＥＴ１１９緊急通報システム・ＦＡＸ１１９ 
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１１０番アプリシステム 



  
  

 

 

 

①更生医療 

身体上の障がいを軽くしたり取り除いたりする医療の給付を行います。（障害者手帳が必要です。） 

（例：人工透析、心臓疾患に関する手術などを指定された医療機関で行うとき） 

  《必要書類》申請書、医師の意見書、身体障害者手帳、保険証、 

非課税年金のある方は決定等通知書（人工透析の方は特定疾病療養受療証） 

  《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

②育成医療 

現に身体に障がいを有する児童、または現存する疾患を放置すれば将来障がいを残すと認められる

児童に対して、その治療に必要な医療の給付を行います。 

  《必要書類》申請書、医師の意見書、保険証 

  《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

③精神通院医療 

精神障がい者の通院医療の給付を行います。 

  《必要書類》申請書、診断書、保険証、非課税年金のある方は年金の額がわかる書類 

        （振込通知書、預金通帳等）の写し 

  《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

※いずれの医療も自己負担は原則として医療費の１割負担となります。ただし、世帯の所得水準等に

応じてひと月当たりの負担に上限額を設定します。 

 

 

● 精神障がい者の自立支援医療の自己負担分を助成します。 

《対象》精神障害者保健福祉手帳１・２級で自立支援医療（精神通院医療）を受けている方 

《必要書類》申請書、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療受給者証、保険証 

      ※所得制限があります。 

《申請窓口》保険年金課（℡２５－８１３７）または各支所  

 

 

● 障がい者・児の健康を守るため、病院等で要した医療費の自己負担分の一部または全部を助成します。 

《対象》①身体障害者手帳１・２級       ②療育手帳の判定がＡ１またはＡ２ 

       ③身体障害者手帳３級＋療育手帳Ｂ１  ④精神障害者保健福祉手帳１級 

       ⑤精神障害者保健福祉手帳２級＋身体障害者手帳３級または療育手帳Ｂ１ 

《必要書類》申請書、要件に該当する身体障害者手帳または療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、保険

証 ※所得制限があります。 

《申請窓口》保険年金課（℡２５－８１３７）または各支所 

 

 

● 指定難病の対象疾患で、診断基準を満たし、重度分類を満たしている人を対象として医療費の給付等を

行います。 

《申請窓口》高島保健所（℡２２－２４１９） 

自立支援医療 

福祉医療（重度障害者（児）医療費給付） 

精神障害者精神科通院医療費助成事業 

特定医療費（指定難病）助成制度等 

４．医療 
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● 身体または精神に、重度または中度の障がいがある２０歳未満の子どもを監護している保護者等に支給

します。 

《手当月額》１級 ５６，８００円  ２級 ３７，８３０円 （令和７年４月現在） 

《申請窓口》子育て政策課（℡２５－８１３６）または各支所 

※所得制限があります 

 

 

 

● ２０歳未満の在宅の重度心身障がい児で、日常生活活動が著しく制限され、常時介護を要する状態の人

に対し手当を支給します。 

《手当月額》１６，１００円（令和７年４月現在） 

《申請窓口》障がい福祉課 

※所得制限があります。 

 

 

 

● ２０歳以上の在宅の重度障がい者で、常時特別の介護を要する状態にある人に対し手当を支給します。 

《手当月額》２９，５９０円（令和７年４月現在） 

《申請窓口》障がい福祉課 

※所得制限があります。 

 

 

 

● 国民年金加入者が病気やけがにより障がいを持った場合、障害認定日（初診日から１年６か月を経

過した日または障害固定日）に一定の障がいに該当する方に、年金が支給されます。 

《年金額（年額）》１級：１，０３９，６２５円 ２級：８３１，７００円（令和７年４月現在） 

※昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方は１級：1,039,625 円、２級：829,300 円です。 

《申請窓口》保険年金課（℡２５－８１３７）または各支所 

 

 

 

● 厚生年金の被保険者が病気やけがなどにより障がいを持った場合、障害基礎年金に上乗せする形

で障害厚生年金が支給されます。 

また、障害基礎年金に該当しない程度の障がいでも厚生年金の障害等級表に該当する時は、障害

厚生年金（３級）が支給されます。 

なお、初診日から５年以内に病気やケガが治り、障害厚生年金を受けるよりも軽い障がいが残っ

たときには、障害手当金（一時金）が支給されます。 

《申請窓口》大津年金事務所（℡０７７－５２１－１１２６） 

特別児童扶養手当 

障害児福祉手当 

特別障害者手当 

障害基礎年金 

障害厚生年金 

５．手当・年金 
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Ｑ 車いすマークのステッカーはどこで手に入れられますか？ 

 

国際シンボルマーク（車いすマーク）は、財団法人 日本障害者リハビリテーション協会や関連

団体、カーショップ等で販売していますが、「障がいのある人々が利用できる建築物や公共輸送機

関であることを示す」世界共通のマークです。 

個人の車に表示することは、国際シンボルマークの趣旨とは異なります。個人の車に表示した場

合、障がいのある方が乗っていることを周囲にお知らせすることはできますが、道路交通法の規制

を免れるなどの法的効力は生じません。 

 

 

 

● 障がい者・児を扶養している人が死亡した後の障がい者の生活の安定を図るため、扶養者が生存中に毎

月掛金を拠出し、死亡後に障がい者・児に対し年金が支給されます。 

《対象》①滋賀県内に住所がある 

      ②扶養している保護者の年齢が６５歳未満である 

      ③身体障害者手帳１～３級または療育手帳所持者、精神または身体に永続的な障がいのある

方で身体障害者手帳１～３級または療育手帳所持者と同程度 

《窓口》滋賀県障害福祉課（℡０７７－５２８－３５４２） 

 

 

 

● 自動車事故により脳、脊髄等に重度の後遺障害が残り、ご自宅などで日常生活について常時また 

 は随時の介護が必要になった方に、介護用品の購入等に要する費用を介護料として支給するもの 

です。 

 

 

 

 

 

≪お問合わせ先≫ 独立行政法人 自動車事故対策機構（ＮＡＳＶＡ：ナスバ）  

滋賀支所（℡０７７－５８５－８２９０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受給資格種別 支給金額（月額） 

特Ⅰ種（最重度） （下限額）９９，８１０円～２２６，３３０円 

Ⅰ種（常時要介護） （下限額）８５，３９０円～１７７，９５０円 

Ⅱ種（随時要介護） （下限額）４２，７００円～ ８８，９８０円 

Ｑ 毎日のお金の管理がうまくできません。 

通帳を預かってくれたり、お金の出し入れをしてくれたりするところはありますか？ 

社会福祉協議会が実施する『地域福祉権利擁護事業』で金銭管理のお手伝いをしてもらうこと

ができます。利用できる方は、自分ひとりで契約などの判断をすることが不安な方や、お金の管

理に困っている方などです。 

地域福祉権利擁護事業では、暮らしに必要なお金の出し入れをお手伝いする「日常的金銭管理サー

ビス」や大切な通帳や証書等の預かりを行う「書類等預かりサービス」などを行っています。 

また、ご自身でものごとを正確に判断することが難しい方が、高島市で「いつまでも安心して

暮らし続ける」ことができるように、「成年後見制度」の利用もお手伝いします。 

詳しくは、高島市社会福祉協議会（℡２５－５７２０）にお問い合わせください。 

ＮＡＳＶＡ（ナスバ）被害者援護制度 
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障害者扶養共済制度 



  
  

 

 

 
● 身体機能を補うための補装具の購入・修理等に要する費用を支給します。 

《補装具の種類》視覚障害者安全つえ、義眼、眼鏡、補聴器、義肢、装具、車椅子、電動車椅子、 

歩行器、歩行補助つえ、座位保持装置、重度障害者用意思伝達装置、人工内耳 

（修理のみ）、座位保持椅子※、起立保持具※、頭部保持具※、排便補助具※ 

（※障がい児に限る） 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

◎補装具の交付については、原則として身体障害者更生相談所等の判定を受けていただいた後に

なります。 

◎原則として購入・修理等に要する費用の１割が自己負担となります。ただし、世帯の所得水準に

応じて１か月あたりの負担上限額を設定します。 

 

 

 

● 在宅の障がい者・児の日常生活の質の向上を図るため用具を給付・貸与します。 

《種類》視覚障害者用ポータブルレコーダー、点字タイプライター、視覚障がい者用時計、点字図

書、視覚障がい者用体重計、視覚障がい者用拡大読書器、視覚障がい者用活字文書読上げ

装置、点字器、点字ディスプレイ、聴覚障害者用屋内信号装置、聴覚障がい者用通信装置、

特殊便器、収尿器、入浴担架、特殊寝台、体位変換器、人工喉頭、入浴補助用具、ネブライ

ザー、移動用リフト、手すり、ストーマ装具、紙おむつ、居宅生活動作補助用具（住宅改修

を伴う）など 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 ◎原則として給付等に要する費用の１割が自己負担となります。 

 

 

 

● 常時介護用品（紙おむつ等）が必要な在宅の障がい児・者に対し、介護用品購入助成券を交付しま

す。在宅の障がい児・者の衛生の向上および介護者の経済的負担軽減を図ります。 

２０歳未満の方には月額５，０００円分、市民税非課税世帯に属する２０歳以上の方には月額３，

０００円分の助成券を交付します。 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 

 

 

 

● 人工血液透析通院者に対して交通費の一部を助成します。 ※所得制限があります。 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 

 

補装具費の支給 

日常生活用具の給付等 

介護用品助成事業 

６．各種給付・助成事業 

人工血液透析者通院交通費助成 
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● 重度障がい者の方の日常生活を容易にするために、自宅の便所・風呂等を改造するための費用の一

部を助成します。 （例：下肢障がいの方の段差解消等） 

《対象》①身体障害者手帳の肢体不自由または視覚障害で１・２級 

      ②療育手帳の判定が「Ａ１」または「Ａ２」 

《助成限度額》４０８，０００円  ※事前申請が必要で、所得制限があります。 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 

 

 

● 市民税非課税世帯の重度心身障がい者・児に対し、タクシー・バス利用券またはガソリン助成券を

交付します。 

 
【重度障がい者】①身体障害者手帳１・２級（肢体不自由・視覚・呼吸器） 

          ②療育手帳の判定が「Ａ１」または「Ａ２」 
           →タクシー・バス利用券 月額１，０００円分 
            ガソリン券      月額１，０００円分 

【 障 が い 者 】①身体障害者手帳１・２級（上記以外）３級（肢体不自由） 
          ②精神障害者保健福祉手帳１・２級 
           →タクシー・バス利用券 月額１，０００円分 
            ガソリン券      月額７５０円分 

 ※タクシー・バス利用券とガソリン助成券のどちらかを選択していただきます。 
《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 

 

 

● 障がい者就労支援施設などへの通所のための交通費の一部を助成します。 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 

 

 

● 身体障がい者が就労等のために、自ら自動車の運転を行えるように改造する場合、または介護者が

重度身体障がい者・児の移動介護用に車いす用リフト等を設置する場合に、改造費の一部を助成し

ます。 

《助成限度額》７５，０００円  ※事前申請が必要で、所得制限があります。 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 

 

 

● 教習所において教習を受けるのに直接要した費用の一部を助成します。 

《助成限度額》１００，０００円 

《対象》身体障害者手帳１～４級または肢体不自由者で障がいのために運転する自動車を改造す

る必要のある方  

福祉総合交通利用助成 

自動車改造費の助成 

身体障がい者運転免許取得費の助成 

住宅改造費の助成 

障がい者就労支援施設等通所費助成 
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する必要のある方 

 

 

● 障がいの種別や程度、世帯の状況に応じて、受信料が全額または半額免除になります。 

【全額免除】障がい者（身体・知的・精神）がいる世帯の全員が市民税非課税世帯 

【半額免除】視覚・聴覚障がい者または重度障がい者が、世帯主かつＮＨＫ受信契約者である世帯 

※重度障がい者とは、身体障害者手帳１級・２級、療育手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級をお 

持ちの方です。 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 

 

● 高速道路等有料道路通行料金が半額となります。（事前申請必要） 

《割引率》高速道路等有料道路通行料金の半額 

《対象》①本人運転の場合は、身体障害者手帳所持者 

    ②介護者運転の場合は、身体障害者手帳または療育手帳に記載されている「旅客鉄道株式会

社旅客運賃減額」が第１種となっている障がい者の介護者 

《申請窓口》障がい福祉課または各支所 

 ※マイナンバーカードをお持ちの方で、ＥＴＣカードを利用される場合は、 

スマートフォンからオンライン申請が可能です。 

  オンライン申請サイト：https://www.expressway-discount.jp 

（右のＱＲコードからもアクセスできます。） 

 マイナンバーカードの読み取りが必要ですので、マイナポータルを利用 

できるスマートフォンをご準備ください。 

 

 

● 身体障害者手帳、療育手帳および精神障害者保健福祉手帳の種別によりＪＲ旅客運賃の割引があります。 

【第１種】・単独の場合は、片道の営業キロが１００キロを超えるときに普通乗車券が５０％割引さ

れます。 

・介護者同伴の場合は、本人・介護人ともに距離に関係なく普通乗車券・定期乗車券・回

数乗車券・急行券（特急券を除く）が５０％割引されます。 

【第２種】・単独の場合は、片道の営業キロが１００キロを超えるとき普通乗車券が５０％割引され

ます。 

《問い合わせ》ＪＲ各駅など 

※障害者手帳を呈示し乗車券等を購入してください。 

 

 

● 身体障害者手帳または療育手帳の種別により割引があります。 

【第１種】介護人同乗のときは、本人・介護人ともに５０％割引されます。 

 【第２種】本人のみ５０％割引されます。 

※ 精神障害者保健福祉手帳も一部バス会社で割引の対象となります。各事業所へお問い合わせ

ください。 

※ 乗車時は各手帳を呈示ください。 

ＮＨＫ受信料の減免 

有料道路通行料金割引 

JR 旅客運賃の割引 

私鉄・バス運賃の割引 

７．各種料金の割引など 
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● 身体障害者手帳または療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を呈示することにより、利用料金が半額

になります。 

 

 

● 身体障害者手帳または療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を呈示することにより、障がい者本人 

が乗車した区間の運賃が１０％割引されます。 

詳しくは、各事業者にお問い合わせください。 

 

 

● 事業者または路線によって割引率が異なります。 

詳しくは、各事業者にお問い合わせください。 

 

 

● 身体障害者手帳または療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方は、無料で 

「１０４番」番号案内が受けられます。 

ただし、身体障害者手帳は視覚障害１～６級または肢体不自由（上肢、体幹、脳原性運動機能障

害）１、２級に限り対象になります。 

《問い合わせ》０１２０－１０４－１７４（ＮＴＴ） 

 

 

● 身体障害者手帳または療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方を対象に携帯電

話の使用料割引があります。 

【ＮＴＴドコモ】 ハーティ割引 

【ａｕ】 スマイルハート割引 

【ソフトバンク】 ハートフレンド割引 

《問い合わせ》各携帯電話会社 

 

 

● 身体障害者手帳の交付を受けている歩行困難な方や重度の療育手帳を受けている方、精神保健福

祉手帳１級の方が有する車両または使用する車両に対し、必要に応じ駐車禁止区域内（法定禁 

止区域内を除く）でも他の交通の妨げにならない限り、駐車できる標章を交付します。 

《問い合わせ》高島警察署 ℡２２－０１１０ 

 

 

 

● 障がい者や高齢者など、移動に配慮が必要な方が使いやすい駐車場になるよ

う、車いすマーク等の駐車区画を利用いただくための利用証を交付する制度

です。 

《問い合わせ》滋賀県健康医療福祉部健康福祉政策課 

 ℡０７７－５２８－３５１２ 

タクシー運賃の割引 

市内コミュニティバス（乗合タクシー）の割引 

ＮＴＴ無料電話番号案内 

携帯電話の使用料割引 

駐車禁止規制除外指定 

滋賀県車いす使用者等用駐車場利用証制度 
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航空旅客運賃の割引 



  
  

 

 

 

 

● 心身に障がいがある方のために使用される自動車について一定の要件を満たされた場合、自動車

税・自動車取得税が減免されます。 

《問い合わせ》西部県税事務所高島納税課 ℡２５－８０１２ 

 

 

● 心身に障がいがある方のために使用される軽自動車について一定の要件を満たされた場合、軽自

動車税が減免されます。ただし、上記の自動車税の減免を受けた方については適用されません。 

《問い合わせ》市役所税務課  ℡２５－８１１６ 

 

 

● 所得税・住民税について、障害者控除が受けられます。 

《問い合わせ》今津税務署（℡２２-２５６１）または市役所税務課（℡２５-８１１６） 

 

 

 

 

● 自分で歩くことや判断することが困難で、日常生活の中で手助けを必要とする障がい者に対して、

災害が起こった時などに地域の中で手助けを受けられるようにする制度です。 

登録を希望される方の個人情報を区長や自治会長、民生委員・児童委員にお知らせし、地域住民

を中心に支援者が決定されます。事前に登録が必要ですのでご相談ください。（在宅者に限る） 

ただし、この制度は出来る範囲の手助けであり、責任や義務を伴うものではありません。 

《対象》①身体障害者手帳（肢体不自由１・２級、視覚１・２級、聴覚２級、呼吸器機能１級） 

      ②療育手帳の判定が「Ａ１」または「Ａ２」 

      ③精神障害者保健福祉手帳の１・２級 

      ④その他市長が必要と認めるもの 

《申請窓口》健康福祉部社会福祉課 ℡２５－８１２０ 

  

自動車税・自動車取得税の減免 

軽自動車税の減免 

税の軽減 

高島市避難行動要支援者地域助け合い制度 

８．税の減免 

９．災害時の支援 
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※福祉防災リーフレットは市役所の窓口に設置しています。 

ご存じですか？ 

福祉防災リーフレット（マイ・タイムライン） 

平時からどのような備えが必要か、災害時に 

どのように避難するのかをまとめたものです。 

ぜひご自身やご家族等で作成いただき、災害 

時に命を守る行動につなげてください。 

 



  
  

 

 

 

 

● 障がいのある方（身体障がい、知的障がい、精神障がい、発達障がいを含むいずれかの障がい） 

の人格と個性を尊重し、障がいのある方が主体性を持った日常生活を維持・継続することができる

よう、ワンストップサービスで支援します。  

℡ ２０－９０５８  FAX ２０－９０５９  

住所 高島市新旭町北畑５７４番地 

      （旧新旭保健センター） 

  

 

 

 

● 障がい者が働くことにチャレンジし、働き続けるために、地域での就業面や生活面での一体的なサ

ポートを行い、障がい者の地域での職業生活における自立と社会参加の促進を図ります。 

  ℡ ２２－３８７６  FAX ２２－４１３１ 

住所 高島市今津町住吉２－１１－２ 

 

 

 

● 在宅の障がい者に対し、社会資源の活用や社会生活力を高めるための支援を行います。 

℡ ２２－４０４１  FAX ２２－４１３１ 

住所 高島市今津町住吉２－１１－２ 

   

 

 

● こころの健康に関する専門医師による相談を行っています。相談は予約制です。 

高島保健所 地域保健福祉担当 ℡２２－２４１９  

 

 

 

● ご自身でものごとを正確に判断することが難しい方が、高島市で「いつまでも安心して暮らし続け

る」ことができるように、「成年後見制度」の利用をお手伝いします。 

℡ ２５－５７２０ 

   住所 高島市新旭町北畑４５－１ 

 

 

 

 

高島市障がい者相談支援センターコンパス 

湖西地域働き・暮らし応援センター（湖西地域障害者就業・生活支援センター） 

湖西総合在宅サービスセンターほろん 

高島市成年後見サポートセンター（高島市社会福祉協議会） 

精神保健福祉相談（高島保健所） 

１０．相談窓口 

こんちゃん 

ぱすくん 

くーぴー きらりちゃん こらぼん 
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身体障害者相談員・知的障害者相談員 

地域アドボケーター（滋賀県地域相談支援員） 

 

● 障がい者やその家族からの暮らしの中での相談に応じます。 

 名前 住所 電話番号 

身体障害者

相談員 

清水 政治 高島市今津町桂 ２２－１３８６ 

福田 浩司 高島市新旭町針江 ０９０－２０４６－３５５２ 

清水 透弘 高島市安曇川町青柳 ３２－４２０８ 

松宮 喜子 高島市安曇川町青柳 ０９０－５６５６－２６９３ 

中村 眞奈美 高島市武曽横山 ３６－０８６６ 

三原 新悟 高島市朽木荒川 ３８－２２５０（ＦＡＸ） 

知的障害者

相談員 

駒井 正一 高島市安曇川町北船木 ３４－０６５８ 

小嶋 典子 高島市勝野 ３６－２０４０ 

高木 照代 高島市マキノ町海津 ２８－００７１ 

 

 

 

● 障がい者の権利を擁護し、障害者差別解消相談員（滋賀県健康福祉部障害福祉課内に設置）に 

つなぐ役割を担います。自身で相談することが難しい障がい者に寄り添い、相談内容を代弁して 

障害者差別解消相談員と連携しながら、事案の解決を図ります。 
 

名前 電話番号 

谷口 まゆみ ０９０－１０２２－４５２８ 

 

 

 

名称 住所 電話番号 

障がい福祉課 高島市新旭町北畑５６５ ２５－８５１６ 

マキノ支所 高島市マキノ町沢１４１０ ２７－１１２１ 

今津支所 高島市今津町弘川２０４－１ ２２－２５５１ 

安曇川支所 高島市安曇川町田中８９ ３２－１１３１ 

高島支所 高島市勝野２１５ ３６－１１２１ 

朽木支所 高島市朽木市場６０４ ３８－２３３１ 

 

 

 

● 手話通訳者・要約筆記者の派遣 

 コミュニケーションの円滑化を推進するため、聴覚障がい者に

手話通訳者・要約筆記者を派遣します。 

《申請窓口》 障がい福祉課（Fax２５－８０５４） 

  

市役所の窓口 
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コミュニケーション支援 

 

ご存じですか？耳マーク 

聞こえが不自由なことを表すと

同時に、聞こえない人・聞こえ

にくい人への配慮を表すマーク

です。 



  
  

Q 障がいのある方やその家族と交流や情報交換ができる集まりはありますか？ 
⇒ 市内には障がいの種別ごとに活動されている団体があります。 

 
● 高島市身体障害者更生会 

 会員相互の親睦と健康の維持増進を図り自立更生と社会参加を促進することを目的に活動していま

す。県主催の福祉大会への参加、スポーツ大会の開催などを行っています。 

《連絡先》高島市身体障害者更生会 会長 井上 毅 ℡/FAX２２－３１６９  

℡０９０－８８２０－８９３２ 

 

● 高島市視覚障害者福祉協会 

 どんなことで困っていますか？参加していただけると私たちが一緒に解決していきます。便利

な物の紹介もできます。みんなで住みやすい町にしていきましょう。賛助会員も募集していま

す。 

 《連絡先》高島市視覚障害者福祉協会 会長 松宮 喜子 ℡０９０－５６５６－２６９３ 

 

● 高島市手をつなぐ育成会 

 知的障がいのある人とその家族や関係者で活動する組織です。新しい制度についての情報提供や研

修会・学習会の開催、各種相談等の支援をおこなっています。障がい児者が住み慣れた地域で豊か

に暮らせる社会づくりを、目指しています。 

 《連絡先》高島市手をつなぐ育成会 会長 近藤 喜造 ℡２８－１２０５ 

 

● 近江湖西会（精神障がい者家族会） 

 精神福祉の向上および精神障がい者への人権を守り、偏見、差別解消に向けて活動するとともに、

会員相互の親睦を図り、精神障がい者および家族の悩みを会員間で話し合い患者の回復および社会

復帰を促進することに寄与することを目的としています。 

 《連絡先》近江湖西会（家族会） 代表 冨田 重昭 ℡０９０－５０４３－４８９２ 

 

 

 

  

Ｑ 精神に障がいのある方が集える場所はありますか？ 

   ⇒ 市内には精神に障がいのある方が集い活動を行う場があります。 

●こころのサロン：不定期／寄里藍（マキノ町国境） 

●夢カフェ・タンポポ：毎週月曜日 10：00～14：00／高島市勝野 

●ひまわりクラブ：毎週水曜日 9：30～12：00／新旭公民館 

●ポピーサロン：毎月第１土曜日 13：00～15：30／新旭公民館 

●近江湖西会（家族会）：毎月第３木曜日 10：00～12：00／不定 

●希望のつどい：毎月第３日曜日 10：00～12：00／今津東コミュニティーセンター２Ｆ 

●いろりの会：不定期（土曜日）／今津東コミュニティーセンター２Ｆ 

●リカバリーさろん「のこのこ」：毎週月～金曜日 10：00～16：00／MIZU cafe cocco（新旭町） 

《相談窓口》 高島市障がい者相談支援センターコンパス TEL：２０－９０５８ 

障がい福祉課または各支所   ※会場への直接のお問い合わせはできません。 
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障がい種別、等級、所得状況等により利用できる制度が異なりますので、詳しくは各種制度のページをご覧ください。 

 制度 ﾍﾟｰｼ 身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者保健福祉手帳 難病 

 障害者総合支援法 3～6 ○ ○ ○ ○ 

地域

生
活支援

事
業 

障がい者地域活動支援センター（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ） 7 ○ ○ ○ ○ 

日中一時支援 7 ○ ○ ○ ○ 

移動支援 7 ○ ○ ○ ○ 

訪問入浴サービス 7    家族の介助のみでは入浴が困難な重度障がい者 

24 時間対応型利用制度支援事業 7 ○ ○ ○ ○ 

医

療 

自立支援医療（更生医療） 8 ○ ― ― ― 

自立支援医療（育成医療） 8 （児童に対する障がいの軽減、障害除去のための医療が対象） 

自立支援医療（精神通院医療） 8   （精神疾患に対する継続的な通院医療が対象） 

精神障害者精神科通院医療費助成事業 8 ― ― １、２級 ― 

福祉医療 8 
１、２級、３級＋療育手帳Ｂ１、 

３級＋精神障害者保健福祉手帳２級 

Ａ１、Ａ２、Ｂ１＋身体障害者手帳３級、

Ｂ１＋精神障害者保健福祉手帳２級 

１級、２級＋身体障害者手帳３級、

２級＋療育手帳Ｂ１ 
― 

特定医療費（指定難病）助成制度等 8 ― ― ― ○ 

手

当
・
年

金 

特別児童扶養手当 9 ２０歳未満で中度以上の心身障がい児 

障害児福祉手当 9 １、２級の一部  Ａ（常時介護を要する程度以上） ○  

特別障害者手当 9 ２級以上の障がいが重複する程度（常時特別な介護を要する方） 

障害基礎年金 9 
一定の障がいに該当する方 

障害厚生年金 9 

障害者扶養共済制度 10 １～３級 ○ 
精神または身体に永続的に障がいのある方で

身体障害者手帳１～３級または療育手帳所持

者と同程度 

― 

各
種

給
付
・

助
成
事

業 

補装具の支給 11 ○ ― ― ○ 

日常生活用具の給付・貸与 11 ○ ○ ― ○ 

介護用品助成事業 11 介護用品が必要な在宅の障がい児者 

ストーマ装具交付助成事業 11 ストーマ装具を利用している在宅の障がい児者 ― ― ― 

人工血液透析者通院交通費助成 11 人工血液透析通院者 ― ― ― 

住宅改造費の助成 12 肢体不自由１、２級 視覚障がい１、２級 Ａ１、Ａ２ ― ― 

福祉総合交通利用助成 12 １、２級、肢体不自由３級（非課税世帯）   Ａ1、Ａ２（非課税世帯） １、２級（非課税世帯） ― 

障がい者就労支援施設等通所費助成 12 障がい者就労支援施設などへの通所者 

自動車改造費の助成 12 
本人：上肢、下肢、体幹機能障害 

介護者：1、２級の下肢、体幹、脳原性移動機能障害 
― ― ― 

身体障がい者運転免許取得費の助成 12 １～４級 ― ― ― 

各
種
料

金
の
割

引
等 

ＮＨＫの受信料の減免 13 ○（等級や課税状況で異なる）  

有料道路通行料金割引 13 
本人運転：手帳所持者 

介護者運転：重度の障害（第１種）の方 
介護者運転：重度の障害（第１種）の方 ― ― 

ＪＲ旅客運賃の割引 13 ○ ○ ○ ― 

私鉄バス運賃の割引 13 ○ ○ 事業所によって異なる ― 

市内コミュニティバスの割引 14 ○ ○ ― ― 

タクシー運賃の割引 14 ○ ○ ○ ― 

航空旅客運賃の割引 14 事業者または路線によって割引率が異なる 

ＮＴＴ無料電話番号案内 14 視覚障がい１～６級、肢体不自由１、２級の一部 ○ ○ ― 

携帯電話の使用割引 14 ○ ○ ○ ― 

駐車禁止規制除外指定 14 歩行困難な人 Ａ １級 ― 

滋賀県車いす使用者等用駐車場利用証制度 14 ○（障がい種別、等級で異なる） Ａ１、Ａ２またはＡ １級、２級 ○ 

税
の
減
免 

自動車税・自動車取得税の免除 15 ○（障がい種別、等級で異なる） ― 

軽自動車税の減免 15 ○（障がい種別、等級で異なる） ― 

税の軽減 15 ○（障がい種別、等級で異なる） ― 

 高島市避難行動要支援者制度 15 肢体不自由１、２級、視覚１、２級、聴覚２級、呼吸器１級 Ａ１、Ａ２ １、２級 支援の必要性がある方 
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どんな制度が利用できるの？ 確認表 
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